
� 過去の記事一覧へ
Hananosono express vol.11 

ここを読めばあなたも立派な花の苑マニアです。「情報誌Hananosono express」は、特別養護老人ホーム花の苑を皆様にもっと良

く知っていただく事を目的として発行しています。 
 
■みんなの地鎮祭/日本的なもの 

■in a strawbery fields/居心地の良い場所  
■Team hananosono緊急速報 
■工事現場にて vol.1 

■Hananosono collection（オーモリさんの話/2007夏）  

■みんなの地鎮祭/日本的なもの 

movix hananosonoでは昭和20～30年代の日本映画を中心に絶好調で上映を続けています。石
原裕次郎や北原三枝や小林旭や吉永小百合や…往年の大スターが銀幕のなかを闊歩する、日

本映画が最も華やかだった頃の作品がmovix hananosonoのプログラムの中心となっていま
す。映画が娯楽の主役だった時代だけに映像へのこだわりや自信、それに製作にかける情熱

なんかが随所に感じられ、その質の高さに改めて驚かされます。映像からは高度成長期を予
感した日本人の情緒的な揺らぎも充分に伝わってきます。敗戦で疲弊した日本人の苦悩や
「でもね、ぜんぜん大丈夫」って感じの大らかさや…幾つもの感情が交錯する奇妙な時代の

なかで映画は確実に文化の主役であったように思われます。その後の日本って国の大発展を
日本国民の誰もが確信していた時代だったようです。 

昭和30年代が後半に入るとその日本映画に変調が生じ始めます。（movix hananosonoで非系
統的に鑑賞しての印象ですから確たる根拠なんかありませんよ。でも、個人的には昭和38年
頃がその境界線だったように感じられます。その変調は私にとって日本民族の情緒的な崩壊

を予感させるくらいの異変でした。）テレビに主役の座が移行する過程での変調なんでしょ
うが、原因はそれだけではないように思われます。 
 

 
3月29日（土曜日）に私達の小規模多機能居宅介護事業所の起工式（地鎮祭）が行われまし

た。 
 
 

花の苑正面玄関脇のしだれ桜が満

開になりました。 

刈初（かりそめ）の儀・穿初（う

がちぞめ）の儀・鍬入（くわい
れ）の儀…道具も用意されまし
た。 

一般論になりますが日本人は農耕民族ですよね。私たちはひとつの場所に定住して自然のサ
イクルの中で比較的長時間の作業に従事して生活を維持してきた民族です。欧米の人々は狩

猟民族と言われますが、私たちはその対極に位置していると考えられます。狩猟民族はその
仕事の性格上「短時間の集中作業」を得意としています。逆に農耕民族は「長時間のだらだ

ら作業」の中で民族的特性を発揮すると考えられます。「短時間の集中作業」と「長時間の
だらだら作業」…そのどちらが文化や経済の発展に貢献してきたかは歴史的視野に立てば誰
の目からも明らかです。すなわち、「長時間のだらだら作業」は歴史の中においてはいつも

勝者でした。第二次世界大戦の傷から驚異的な復興を遂げた我が国は1980年において世界経
済の覇者となりました。「Japan as number 1」の時代です。それはとりもなおさず「長時間
のだらだら作業」が歴史的に結実した成果と私は理解しています。「長時間のだらだら作

奉献酒とかわらけは定番モノで

す。 
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業」を装飾する他の概念としては、「つめこみ教育」「年功序列制」「終身雇用制」などが
挙げられます。そのいずれもが我が国の文化・経済的発展を推進するうえで欠くことのでき

ない（他に類をみない）貴重な概念であったと考えられます。。つまり「長時間のだらだら
作業」や「つめこみ教育」や「年功序列制」や「終身雇用制」や…我が国の発展はそれらな

くしては有り得ませんでした。 
 
私たちは八百万の神様に見守られています。 

神様に降りて来ていただく準備も

整いました。八百万の神様が見守
ってくれています。 

いつの頃からかは定かではありませんが、私たちはこの尊い概念を放棄し始めます。「長時
間のだらだら作業」「つめこみ教育」「年功序列制」「終身雇用制」それらが悪しき風習と

みなされたのです。それはあたかも明治維新の廃仏毀釈運動のようでもありました。民族的
な凋落の始まりであります。 
現在、私たちが日常的に経験する艱難辛苦や困惑の幾つもが民族的美徳や民族的哲学の崩壊

に起因しているように感じられます。私たちは新しい時代の「NEO長時間のだらだら作業」
「NEOつめこみ教育」「NEO年功序列制」「NEO終身雇用制」について考える時期にさしかかっ

ているように思えるのです。「短時間の集中作業」や「ゆとり教育」や「成果主義」が我が
国にもたらしたもは一体何だったのでしょうか？ 
古い映画を観ていてそんな事を思いました。 

 
刈初の儀（かりそめのぎ）から建設工事は始まります。 

何事もなく工事が完了すると良い
ですね。 

■in a strawbery fields/居心地の良い場所  

冒頭でご紹介したmovix hananosonoはhananosono corporationが主宰しています。毎週土曜

日の午後、昭和20～30年代の日本映画を中心に意味もなく絶好調で上映を続けています。入
居者のＨ氏とＩさんが上映作品の選定にあたっています。（二人が沼田市立図書館に行って
借りてきてくれます。）古い映画（小林旭の渡り鳥シリーズですが）によると昭和30年頃の

北海道（函館とか釧路だと思われます。）は無法地帯で、腰に拳銃をぶら下げたガンマンが
市内に多数存在していました。市街地で日常的に決闘や撃ち合いが行われていましたが、警

察は注意しなかったようです。主たる移動手段は馬であったようです。 
 
 

 
 

hananosono corporationが主宰するhonobono day serviceご一行様が、旧子持村までイチゴ
狩りに出かけて来た模様です。幾つもの画像は残っているのですが、当事者の証言が得られ
ません。状況証拠からするとイチゴ狩りに行った事実に否定の余地はありませんが、状況証

拠だけで断定するのは危険なようにも思われます。 

movix hananosonoは土曜日の午後

意味もなく絶好調で上映を続けて
います。 

honobono day serviceは或る日の
昼下がりイチゴ狩りに出かけまし

た。 

状況証拠や物的証拠は揃っているのですが、当事者たちは否認を続けています。イチゴ狩り

に行ったという事実そのものを認めようとはしません。 
Ｑ「子持村にイチゴ狩りに行きましたよね？」 
Ａ「行ってないよ。」 

Ｑ「あなたの写真まであるんですがね。認めてもらえませんかね？」 
Ａ「知らない。これは俺じゃないよ。」 
当局側は執拗な追求により自白にまで持ち込みたい意向ですが…。 
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hananosono corporationは幾つものカルチャースクールを主宰しています。なかでも元音楽

教師荒木忠先生によるmusic therapy classはことのほか充実しています。定評のある指導力
にはますます磨きがかかってきました。 
 

居心地の良い場所は利用者さんや職員や…皆の努力の結晶です。簡単には出来上がりません
ね。でも、居心地良い場所を作ろうとする心意気さえあればなんとかなると思ってるんです

けどね。 
 
 

 
 

昼下がりのイチゴ畑は大騒ぎ。美
味しいイチゴを堪能しました。 

荒木先生の音楽療法も絶好調。最
近とみに磨きがかかってきまし

た。 

■Team hananosono緊急速報 

覇権の奪取が確実視された春の大会においてteam hananosonoは歴史的な大敗を喫してしまい

ました。出場した4試合全てストレート負けという未だかって経験したことのない屈辱に選手
たちは涙をこらえるのがやっとという状態でありました。本誌で大きく報道した事が災いし
たとしか考えられません。team hananosono内部に何が起きているのでしょうか？消息筋は

team hananosonoの思想的リーダーI女史の談話として次のように伝えています。「聖戦にお
いてまたも我々は屈辱を味わってしまった。teamが敗れ去った瞬間”総括”という言葉が私

の脳裏をよぎった。あさま山荘に散った連合赤軍の同志が残した”総括”という言葉は私を
悠久の彼方に誘うようである。だがしかし、我々の内部が崩壊した訳ではない。クリスマス
にはケンタッキーフライドチキンも食べたし、お正月には初詣にも行ったしお買い物にだっ

て行ったのである。ただ、結果が出ないだけのことだ。大台を前に結果が欲しい。まだ、大
台までには5年もあるのではあるが…。」明日に期待しましょうね。 

あまりの惨敗にわざとらしくうな

だれる選手たち。不自然さが伝わ
ってきます。 

■工事現場にて vol.1 

小規模多機能居宅介護事業所の建設工事が始まりました。 

大安の日になかなか都合がつかなかったのですが、3月29日（土曜日）に地鎮祭が行われまし
た。年度末の多忙な時期ではありましたが、安藤義孝健生会理事長にもご出席いただきまし

た。そんな訳で、建設工事が始まりました。 
施工には、沼田市を代表する建設会社、萬屋建設株式会社があたっています。完成は9月の末
を予定しています。 

 
 
 

 
建設予定地に職人さんが入り始めると工事は急ピッチで進んで行きます。 

なお、設計担当はＫＡＮ ＤＥＳＩＧＮの神部茂久氏、造成・工作物の設計は萩原俊一氏に
お願いしてあります。 
皆さん良い工事をお願いしますね。 

おかげさまで工事が始まりまし

た。「確認」はおりたのでしょう
か？ 

工事関係者が現場に入り始めまし
た。 

今のところ擁壁などの工作物の工事が中心ですが、いずれにしても時間の推移に従って建物
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は確実に出来上がってきます。内部体制の確立とか集客作業とか小規模多機能の開設に向け
てやらなければならない作業が山積みです。建設工事に遅れないように、その辺も充分に注

意して進めて行かなくちゃね。 
 

なお、工事の進捗状況についてはこのような形で随時報告するようにします。ご期待？下さ
い。 

重機も搬入されて掘削が始まりま

した。 

■Hananosono collection（オーモリさんの話/2007夏） 

昔のアメリカ映画に「終身犯」というのがありました。子供の頃にテレビで観ただけなんで
内容とか定かではありません。主演はバート・ランカスターかカーク・ダグラスか？とにか

く、渋い俳優がシブーイ演技をするナカナカの映画でありました。凶悪な殺人事件でアルカ
トラズ刑務所に服役中の終身犯が嵐の夜に傷ついたスズメの雛をひろいます。スズメを見つ

けた時、最初は踏み潰そうとするんだけども（？なにやら「蜘蛛の糸」みたいですね。その
あたりの記憶は曖昧です。）…結局その小鳥を助けて介抱することになります。そのことを
きっかけに独房には小鳥が増えていって、終身犯は独学で著明な鳥類学者になって行きま

す。 
 
 

オーモリさんは終身犯ではないし、まだ著明な鳥類学者でもありません。でも、ずっと昔に
アルカトラズで起きた奇跡と酷似した出来事が花の苑で起こったという事実は報告しておき

たいと思います。オーモリさんが嵐の夜に見つけた小鳥はツバメの雛で、翼に致命的な大怪
我を負っていました。オーモリさんは献身的に介抱し、ツバメのパー子ちゃんもそれに応え
るかのようにメキメキ元気になってゆきました。でも、約2ヶ月後に悲しい結末が…。 

ユニット棟に入居しているオーモ
リさんは傷ついた小鳥を可愛がっ

ていました。 

傷ついた小鳥はツバメのパー子ち

ゃんと言います。 

パー子ちゃんはショーシャンクの空には飛びたてませんでしたけれど、今年になってオーモ
リさんの部屋には何羽ものセグロセキレイが遊びに来るようになりました。 
 

今、インターネットで調べたのですが、映画「終身犯」は1961年のアメリカ映画で主演はバ
ート・ランカスター、監督はジョン・フランケンハイマー。なかなかの名作みたいです、私

が知ってるくらいだもんね。「渋い」という表現が使われていました。 

パー子ちゃんは小さな羽で大空を
めざしていました。 

Hananosono express 
花の苑中央情報部特別広報委員会が制作しています。��E-mail：hananosono02@zc.wakwak.com
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